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特集●慢性腎臓病〜CKD

慢性腎臓病(CKD)〜新たな疾患概念の歴史とその意義

岡山大学大学院医歯学薬総合研究科 前島 洋平・槇野 博史

CKD早期発見プログラム(KEEP JAPAN)の成果と課題 認定特定非営利活動法人腎臓病早期発見推進機構 高橋 進

CKDの予防・治療標準化と地域医療連携 中山寺いまいクリニック 今井 圓裕

CKDと心血管疾患の関連性〜国内コホート研究の成果から 九州大学大学院医学研究院環境医学分野 二宮 利治

CKDの効果的な普及啓発手法 名古屋大学 CKD地域連携システム寄附講座 安田 宜成

地方自治体における CKD対策プロジェクト 熊本市健康づくり推進課 髙本佳代子

患者会の立場から見た CKD対策の現状と課題 社団法人全国腎臓病協議会会長 宮本 髙宏

小児 CKDの早期発見と腎臓病学校検診の意義 あいち小児保健医療総合センター 上村 治

●視点

ひとりひとりの公衆衛生─図書館員として 特定非営利活動法人 日本医学図書館協会 磯野 威
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今回は，歯科口腔保健を取り上げて，特集を企画して

みました．歯科口腔保健については，近年，さまざまな機

会に話題にされたり，健康に関連した雑誌で特集されるこ

とが多いように感じます．この背景には，歯や口腔内の健

康を守り，衛生状態を良好に保つことによって，歯科領域

の疾患のみならず，他の身体疾患の予防，栄養状態の

改善などに繋がることが分かってきたことがあると思われま

す．正しい歯磨きや口腔ケア，定期的な歯科受診といった

比較的簡単な行動で，口腔内のみならず，身体的な健康

も守れるなら，私たちも今以上に積極的に歯科口腔保健を

推進するべきだと思います．

公衆衛生の現場において，歯科口腔保健の専門家で

ある歯科医師や歯科衛生士の数は多くありません．保健師

や医師などの他の専門職が歯科口腔保健の知識を持ち，

彼らを援助することで，歯科口腔保健をより一層推進できる

と思われます．歯科口腔保健の知識を習得するため，本

号を熟読して頂きたいと思います．

ところで歯科の知識が余りないのでよく分からないのです

が，普段疑問に思っていることがあります．私の仕事場で

も昼食後多くの人が歯磨きをしています．それは良いことで

何かを言うつもりはないのですが，多くの人はその後 3 時

頃に甘いお菓子を食べています．でもお菓子を食べた後，

歯を磨いている人は見かけません．それで良いのでしょう

か？ (西田茂樹)
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形県衛生研究所長
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